










研究目的 

 ハイリスク児の医療システムについては,新生児医療の地域化,中でも重症児の搬送体制

の整備が重要であることを報告して来た。今年度は,静岡県当局の多大の援助により,順天

堂伊豆長岡病院に,NICU(含情報センター),新生児救急車を備えて,県の東部地域の新生児

医療の地域化の体制がととのって,昭和 57 年 4 月よりスタートした。著者は,昭和 52 年 4

月より,県西部地域で新生児医療の地域化に従事していたが,今回,再び県東部地域の新生

児医療の地域化にとりくむこととなった。スタートして以来,9 ヶ月を経た今日,ある程度

の成果を得ることが出来たのでこの実際を紹介すると共に,5 年間に亘る県西部地域の成

果を報告して,今後,わが国の各地で行われる新生児医療の地域化の参考になれば幸せであ

る。 


